















Kósçak Yamada’s Poème Variation Mélancolique ― Variations on the Theme 









山田のピアノ音楽は、多くが 1914 年から 1917 年の間に相次いで生み出されている。山田は


























主題と変奏（1912 - 1915） 4 分の 4拍子・16 小節 0 / 10 0 / 10 0 / 10
哀詩（1917） 4 分の 4拍子・ 8 小節 7 / 11 4 / 11 8 / 11（7 / 11）
※分母は変奏の数である。また、「主題と小節数の異なる変奏」に関して、《哀詩》の第 9変奏は 4分の 3
拍子・16 小節であるが、フレーズの構成の観点からは主題と同じと見做すことができる、すなわち、記譜






















































また、《スクリャービンに捧ぐる曲》第 1曲〈夜の詩曲〉27 小節（譜例 4-1）は、春秋社旧
全集版（1931）では譜例 4-2 のように印刷されている。
 3 小節 5 小節
譜例 3-1














譜例 5-1　60小節 譜例 5-2　奏法の例






























また、“pp” から “f” まで幅広くダイナミックレンジを用いた細やかな表情、そして付点を用




主題から第 1 変奏にかけてのテンポは「4 分音符＝ 72」と示されているが、この速さで
“quasi 8/8” の表情をもって主題を演奏することは困難であり、第 1変奏に至ってはほとんど演
奏不可能と言える速度である。主題を誘い出す役割を担う 10 小節の表情との整合性を考えて
も、主題及び第 1変奏のテンポは、ともに「8分音符＝ 72」の誤りと考えるのが妥当であろう 6）。
第 1変奏
やる瀬なき怒りの心、










第 2変奏は、第 1変奏から一転して柔らかな響きとなる。長調の変奏は第 2変奏と第 5変奏
のみである。この変奏で初めて明確な全終止のカデンツが現れるが、「ごく自然な和声進行」
がある種の安心感をもたらし、緊張感を緩める効果を持っていることは興味深い。
29 小節及び 32 小節の 8分の 15 拍子を正確に奏することで、聴き手が音の減衰を充分に認



























標題によると、第 4変奏から第 9変奏は、過去の情景を描いている。第 4変奏は、第 3変奏
の憂鬱な気分を振り払うかのような力強い変奏である。50 小節からの “pp” のフレーズには、
滅びゆく運命、あるいはその先にある「現在の情景」へと思いを馳せているかのような、儚げ























































手に現れる 16 分音符と 32 分音符の表情の違いに留意する。129 小節からのフレーズには、ど
こか温かさと安心感のある、それでいて様々な思いをもう一度噛みしめているような表情が感
譜例 20　97～ 98小節・105～ 106 小節
譜例 21　113 ～ 115 小節・125～ 126 小節・129～ 130 小節
74 山田耕筰：哀詩―「荒城の月」を主題とする変奏曲
じられる。






























記した “fff” から “pppp” までを用いた細やかな指示に、序奏や主題以上に細心の注意を払う。
2回現れる “fff” の和音（154 小節及び 159 小節）に対しては、輝きのある響きと、最後にもう
一度無念を滲ませるかのような表情を描き分ける。
譜例 24　《若いパンとニンフ》第 4曲 23 ～ 26小節
※最終小節への旋律線の進行は、長 6度下行ではなく短 3度上行と感じられる。
譜例 25　148 小節
譜例 26-1　153 ～ 154 小節 譜例 26-2　158 ～ 159 小節
76 山田耕筰：哀詩―「荒城の月」を主題とする変奏曲




たように、その内容は「繊細かつ壮大な音の絵巻」（久松 2016, 2: 74）と形容するに相応しい、
充実したものである。山田が「枠組み」を嫌う作曲家であったことは先述した通りであり、《哀





























6） 既存の録音では、イリーナ・ニキーティナ（1994）は 8分音符＝ 80 前後、レオ・シロタ（1929）
は 8分音符＝ 105 前後で主題を演奏している。第 1変奏はニキーティナが 8分音符＝ 110




8） この変化は草稿の段階では現れず、3回とも 4つの 16 分音符にスタッカートを付したリ




点 4分音符＝ 55 前後）を選択している。筆者のテンポはシロタに近い（参考資料に挙げ














12） 響きの軸となる音の要約としては、6小節目の第 2音は bとすべきだろうが、筆者が感じ
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